
 

豪雨災害に備えよう。 
「防災力」を高めるために 
防災かるたの「ぬり絵」で学ボウ！ 

2017 （平成29）年 

 

 

NPO法人  兵庫県暮らしにやさしい防災・減災 
Copyright.（Ｃ）2012-2017 All Rightes Reserved. 

防災アドバイザー（防災士）が減災のアイディアをご提案します。 1 

ごう   う     さい  がい       そな 

 ぼう    さい  りょく            たか 

 ぼう   さい                                え           まな 



 

地震・津波のほかに、地球温暖化の影響によって、 
 集中豪雨の増加や台風の巨大化も心配されています。 

 ① 平成20年7月、神戸の都賀川でのゲリラ豪雨による水難事故。  

② 愛知県岡崎市、平成20年8月29日午前1時からの１時間で146.5 

  ミリの猛烈な豪雨。 

③ 平成21年8月、台風９号によって被災した兵庫県佐用町、万全を 

  期した高い防災意識で自主避難をした人たちが、その避難途中で 

  濁流にのみこまれた。 

④ 平成23年8月、台風12号の豪雨による被害は「紀伊半島豪雨」と 

  も呼ばれ、この時、3日間（72時間）の総雨量は約1,800ミリ。 

⑤ 平成26年8月 １時間当たり121ミリの豪雨による広島市の土砂 

  災害。真夜中に線状降水帯の停滞により大雨被害発生。 

⑥ 平成27年9月「関東・東北豪雨」鬼怒川の堤防が決壊して洪水被 

  害。 

⑦ 平成29年7月「九州北部豪雨」と名付けられた豪雨は福岡県朝倉 

  市で２４時間で５４５ミリ、大分県日田市でも３７０ミリ。 2 



⑤ 平成26年8月  
１時間当たり 
121ミリの豪雨に
よる広島市の土砂
災害。 
真夜中に線状降水
帯の停滞により大
雨被害発生。 
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⑦ 平成29年7月 
「九州北部豪雨」と
名付けられた豪雨は
福岡県朝倉市で２４
時間で５４５ミリ、
大分県日田市でも３
７０ミリ。 
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台風の 

渦は？ 
 

 左巻き。 
 

 

 

 

平成23年8月、四国
から岡山に上陸し、
日本海にゆっくり通
り抜けた台風12号
の東側（紀伊半島）
は猛烈な雨。 

台風の予想進路を見て、対策。 
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台風の西側では 
雨よりも風による 
被害が多い。 

台風の東
側は雨。 台風
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12号 
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平成23年8月、台風12号の豪雨時の警報など 
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行政の防災ネットも活用しよう！ 

警報 
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 雨雲の動きを知る。（平成23年8月、台風12号のレーダー画像） 

台風12号は四国から岡山県に上陸し、北上中。台風の東側の神戸の
雨雲です。激しい雨の雲は白色矢印のように北に動きました。 

この時、震
災被災地
の神戸や
芦屋での
洪水や土
砂災害の
被害は免
れました。 

いつもは、西
から東に動く
雨雲が、台風
１２号の渦で
激しい雨のエ
リアが南から
北に移動しま
した。 
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神戸市 

芦屋市 



←「ポイント-1」・最初に
出される「避難準備情報」
で避難の準備をする。 
次の「避難勧告」で避難、
もっと危険が迫る「避難
指示」の時では、もう間に
合わないかもしれません。 

←「ポイント-2」 
・最初に避難するのは少
しの勇気が要ります。 
勇気を出して避難しましょ
う。無事に避難できたら、
「何もなくて良かった」と喜
べます。 
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１時間に30ミリ
以上の「激し
い雨」は、「バ
ケツをひっくり
返したような
雨」で、「道路
が川のように
なり」、「ワイ
パーもきかなく
なり」、車での
避難も大変難
しくなります。 
（気象庁ＨＰより引用） 
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←「ポイント-3」・「避難場
所とルートの確認」。 
災害によって避難場所が
変わります。地震や津波
の時と違い、大雨や土砂
災害ならどこに避難する
のが安全ですか？ 

←「ポイント-4」 
大雨は、気温が下
がる真夜中から明
け方に降ることが
多いので、夜中に
避難するのは難し
くなります。 
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六甲山の花崗岩は風化しやすく、 30年ほどでもろく崩れるため、 
大雨による土砂災害の危険が非常に高まっています。 

芦屋川・開森橋横にある記念碑。 
1938（昭和13）年7月の阪神大水害， 
芦屋川ではここから水や土砂があふ
れ出ました。 
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三宮・そごう前 
東灘区のJRの線路 

灘区の市電 



←「ポイント-5」 

① 大雨の時は、洪水に注意しましょう。 
② 大雨が長く続いた（長雨）後に、土砂崩れ 
  の危険がいっそう高まります。 
③ 洪水や土砂災害の時は、家の１階より２階 
  が安全、さらに、近くの頑丈な建物の３階 
  以上はもっと安全です。・・・防災力を高 
  めて「早めに避難」しましょう。 13 



NPO法人  兵庫県暮らしにやさしい防災・減災 
ご質問・ご意見の宛て先  bou31gen31@ark.zaq.jp 

http://bou31gen31.org/wp/ 
電話   090-5962-3638 

防災アドバイザーによる無料の出前トークを受け付け
ています。 

神戸・芦屋発 
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